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【手続補正書】
【提出日】平成29年11月24日(2017.11.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　構造：
【化１】

　（ここで、
　Ｘは、ＯＲ3またはＮＲ4Ｒ5であり、
　　ここで、Ｒ3、Ｒ4およびＲ5はそれぞれ、Ｈもしくは有機部分であり、または
　　Ｒ4およびＲ5は一緒になって有機部分を形成し；
　Ｙは、ＯＲ6またはＮＲ7Ｒ8であり、
　　ここで、Ｒ6、Ｒ7およびＲ8はそれぞれ、Ｈ、もしくは有機部分であり、または
　　　Ｒ7およびＲ8は一緒になって有機部分を形成し；
　ＸまたはＹの一方がＯＨである場合、ＸまたはＹの他方はＯＨ、ＮＲ4Ｒ5またはＮＲ7

Ｒ8以外であり、ここでＲ4およびＲ5またはＲ7およびＲ8は一緒になってＮ－メチルピペ
ラジンを形成する）を有する化合物またはその医薬的に許容される塩もしくはエステルで
あって、
　ここで、結合βおよび結合χの一方または両方は、対象におけるインビボ加水分解切断
を受け、
　前記対象の標的細胞にエンドタールをインビボ送達する方法における使用のための化合
物。
【請求項２】
　ＸまたはＹの一方がＯＨである場合、ＸまたはＹの他方はＮＲ4Ｒ5またはＮＲ7Ｒ8以外
であり、ここでＲ4およびＲ5またはＲ7およびＲ8は一緒になってＮ－ｔｅｒｔ－ブチルカ
ルボキレートピペラジンを形成する、請求項１に記載の使用のための化合物。
【請求項３】
　ＸまたはＹの一方がＯＨである場合、ＸまたはＹの他方はＮＲ4Ｒ5またはＮＲ7Ｒ8以外
であり、ここでＲ4およびＲ5またはＲ7およびＲ8は一緒になって、無置換のまたは置換さ
れたピペラジン、モルホリンまたはチオモルホリンを形成する、請求項１に記載の使用の
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ための化合物。
【請求項４】
　Ｘは、ＯＲ3またはＮＲ4Ｒ5であり、
　　ここで、Ｒ3は、Ｈ、アルキル、アルケニル、アルキニル、アリール、ヘテロアリー
ル、アルキルアリール、アルキルヘテロアリール、アルケニルアリール、アルケニルヘテ
ロアリール、アルキニルアリール、アルキニルヘテロアリール、ヘテロアルキル、ヘテロ
アルケニル、ヘテロアルキニル、ヒドロキシアルキル、ヒドロキシアルケニル、ヒドロキ
シアルキニル、アルキル－Ｐ（Ｏ）（ＯＲ9）2、アルキル－ＯＰ（Ｏ）（ＯＲ9）2、アル
キル－Ｏ（ＣＯ）－ＯＲ10、アルキル－Ｐ（Ｏ）（Ｏ－アルキル－Ｏ（ＣＯ）－ＯＲ10）

2、またはアルキル－ＯＰ（Ｏ）（Ｏ－アルキル－Ｏ（ＣＯ）－ＯＲ10）2であり、
　　Ｒ4およびＲ5は、それぞれ独立して、Ｈ、アルキル、アルケニル、アルキニル、アリ
ール、ヘテロアリール、アルキルアリール、アルキルヘテロアリール、アルケニルアリー
ル、アルケニルヘテロアリール、アルキニルアリール、アルキニルヘテロアリール、ヘテ
ロアルキル、ヘテロアルケニル、ヘテロアルキニル、ヒドロキシアルキル、ヒドロキシア
ルケニル、ヒドロキシアルキニル、アルキル－Ｐ（Ｏ）（ＯＲ9）2、アルキル－ＯＰ（Ｏ
）（ＯＲ9）2、アルキル－Ｏ（ＣＯ）－ＯＲ10、アルキル－Ｐ（Ｏ）（Ｏ－アルキル－Ｏ
（ＣＯ）－ＯＲ10）2、またはアルキル－ＯＰ（Ｏ）（Ｏ－アルキル－Ｏ（ＣＯ）－ＯＲ1

0）2であり、
　　または、Ｒ4とＲ5は一緒になって、無置換のまたは置換されたシクロアルキル、シク
ロアルケニル、シクロアルキニルまたはヘテロシクロアルキルを形成し、
　　　Ｒ9およびＲ10は、それぞれ独立して、Ｈ、アルキル、アルケニル、アルキニル、
またはアリールであり；
　Ｙは、ＯＲ6またはＮＲ7Ｒ8であり、
　　ここで、Ｒ6は、Ｈ、アルキル、アルケニル、アルキニル、アリール、ヘテロアリー
ル、アルキルアリール、アルキルヘテロアリール、アルケニルアリール、アルケニルヘテ
ロアリール、アルキニルアリール、アルキニルヘテロアリール、ヘテロアルキル、ヘテロ
アルケニル、ヘテロアルキニル、ヒドロキシアルキル、ヒドロキシアルケニル、ヒドロキ
シアルキニル、アルキル－Ｐ（Ｏ）（ＯＲ9）2、アルキル－ＯＰ（Ｏ）（ＯＲ9）2、アル
キル－Ｏ（ＣＯ）－ＯＲ10、アルキル－Ｐ（Ｏ）（Ｏ－アルキル－Ｏ（ＣＯ）－ＯＲ10）

2、またはアルキル－ＯＰ（Ｏ）（Ｏ－アルキル－Ｏ（ＣＯ）－ＯＲ10）2であり、
　　Ｒ7およびＲ8は、それぞれ独立して、Ｈ、アルキル、アルケニル、アルキニル、アリ
ール、ヘテロアリール、アルキルアリール、アルキルヘテロアリール、アルケニルアリー
ル、アルケニルヘテロアリール、アルキニルアリール、アルキニルヘテロアリール、ヘテ
ロアルキル、ヘテロアルケニル、ヘテロアルキニル、ヒドロキシアルキル、ヒドロキシア
ルケニル、ヒドロキシアルキニル、アルキル－Ｐ（Ｏ）（ＯＲ9）2、アルキル－ＯＰ（Ｏ
）（ＯＲ9）2、アルキル－Ｏ（ＣＯ）－ＯＲ10、アルキル－Ｐ（Ｏ）（Ｏ－アルキル－Ｏ
（ＣＯ）－ＯＲ10）2、またはアルキル－ＯＰ（Ｏ）（Ｏ－アルキル－Ｏ（ＣＯ）－ＯＲ1

0）2であり、
　　またはＲ7とＲ8は一緒になって、無置換のまたは置換されたシクロアルキル、シクロ
アルケニル、シクロアルキニルまたはヘテロシクロアルキルを形成し、
　　　Ｒ9およびＲ10は、それぞれ独立して、Ｈ、アルキル、アルケニル、アルキニル、
またはアリールである、
　　または前記化合物の医薬的に許容される塩もしくはエステルである、請求項１から３
のいずれか一項に記載の使用のための化合物。
【請求項５】
　Ｘは、ＯＲ3またはＮＲ4Ｒ5であり、
　　ここで、Ｒ3は、Ｈ、アルキル、アルケニル、ヒドロキシアルキル、アルキルアリー
ル、アルキル－Ｐ（Ｏ）（ＯＲ9）2、アルキル－ＯＰ（Ｏ）（ＯＲ9）2、アルキル－Ｏ（
ＣＯ）－ＯＲ10、アルキル－Ｐ（Ｏ）（Ｏ－アルキル－Ｏ（ＣＯ）－ＯＲ10）2、または
アルキル－ＯＰ（Ｏ）（Ｏ－アルキル－Ｏ（ＣＯ）－ＯＲ10）2であり、
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　　Ｒ4およびＲ5は、それぞれ独立して、Ｈ、アルキル、アルケニル、ヒドロキシアルキ
ル、アルキル－Ｐ（Ｏ）（ＯＲ9）2、アルキル－ＯＰ（Ｏ）（ＯＲ9）2、アルキル－Ｏ（
ＣＯ）－ＯＲ10、アルキル－Ｐ（Ｏ）（Ｏ－アルキル－Ｏ（ＣＯ）－ＯＲ10）2、または
アルキル－ＯＰ（Ｏ）（Ｏ－アルキル－Ｏ（ＣＯ）－ＯＲ10）2であり、
　　またはＲ4とＲ5は、一緒になって、無置換のまたは置換されたヘテロシクロアルキル
を形成し、
　　　Ｒ9およびＲ10は、それぞれ独立して、Ｈ、アルキル、アルケニル、アルキニル、
またはアリールであり；
　Ｙは、ＯＲ6またはＮＲ7Ｒ8であり、
　　ここで、Ｒ6は、Ｈ、アルキル、アルケニル、ヒドロキシアルキル、アルキルアリー
ル、アルキル－Ｐ（Ｏ）（ＯＲ9）2、アルキル－ＯＰ（Ｏ）（ＯＲ9）2、アルキル－Ｏ（
ＣＯ）－ＯＲ10、アルキル－Ｐ（Ｏ）（Ｏ－アルキル－Ｏ（ＣＯ）－ＯＲ10）2、または
アルキル－ＯＰ（Ｏ）（Ｏ－アルキル－Ｏ（ＣＯ）－ＯＲ10）2であり、
　　Ｒ7およびＲ8は、それぞれ独立して、Ｈ、アルキル、アルケニル、ヒドロキシアルキ
ル、アルキル－Ｐ（Ｏ）（ＯＲ9）2、アルキル－ＯＰ（Ｏ）（ＯＲ9）2、アルキル－Ｏ（
ＣＯ）－ＯＲ10、アルキル－Ｐ（Ｏ）（Ｏ－アルキル－Ｏ（ＣＯ）－ＯＲ10）2、または
アルキル－ＯＰ（Ｏ）（Ｏ－アルキル－Ｏ（ＣＯ）－ＯＲ10）2であり、
　　またはＲ7とＲ8は、一緒になって、無置換のまたは置換されたヘテロシクロアルキル
を形成し、
　　　Ｒ9およびＲ10は、それぞれ独立して、Ｈ、アルキル、アルケニル、アルキニル、
またはアリールである、
　　または前記化合物の医薬的に許容される塩もしくはエステルである、請求項４に記載
の使用のための化合物。
【請求項６】
　Ｘは、ＯＲ3、
【化２】

であり、
　　ここで、Ｒ3は、Ｈ、アルキル、アルケニル、ヒドロキシアルキル、アルキルアリー
ル、アルキル－Ｐ（Ｏ）（ＯＲ9）2、アルキル－ＯＰ（Ｏ）（ＯＲ9）2、アルキル－Ｏ（
ＣＯ）－ＯＲ10、アルキル－Ｐ（Ｏ）（Ｏ－アルキル－Ｏ（ＣＯ）－ＯＲ10）2、または
アルキル－ＯＰ（Ｏ）（Ｏ－アルキル－Ｏ（ＣＯ）－ＯＲ10）2であり、
　　　Ｒ9およびＲ10は、それぞれ独立して、Ｈ、アルキル、アルケニル、またはアルキ
ニルであり、
　　Ｒ11は、Ｈ、アルキル、ヒドロキシアルキル、アルケニル、アルケニル、アルキニル
、アリール、アルキルアリール、ヘテロアリール、アルキルヘテロアリール、
【化３】

、－ＣＨ2ＣＮ、－ＣＨ2ＣＯ2Ｒ12、－ＣＨ2ＣＯＲ12、－ＮＨＲ12、または－ＮＨ+（Ｒ1

2）2であり、
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　　　Ｒ12は、それぞれ独立して、Ｈ、アルキル、アルケニルまたはアルキニルであり；
　Ｙは、ＯＲ6、
【化４】

であり、
　　ここで、Ｒ6は、Ｈ、アルキル、アルケニル、ヒドロキシアルキル、アルキルアリー
ル、アルキル－Ｐ（Ｏ）（ＯＲ9）2、アルキル－ＯＰ（Ｏ）（ＯＲ9）2、アルキル－Ｏ（
ＣＯ）－ＯＲ10、アルキル－Ｐ（Ｏ）（Ｏ－アルキル－Ｏ（ＣＯ）－ＯＲ10）2、または
アルキル－ＯＰ（Ｏ）（Ｏ－アルキル－Ｏ（ＣＯ）－ＯＲ10）2であり、
　　　Ｒ9およびＲ10は、それぞれ独立して、Ｈ、アルキル、アルケニル、またはアルキ
ニルであり、
　　Ｒ11は、Ｈ、アルキル、ヒドロキシアルキル、アルケニル、アルケニル、アルキニル
、アリール、アルキルアリール、ヘテロアリール、アルキルヘテロアリール、
【化５】

、－ＣＨ2ＣＮ、－ＣＨ2ＣＯ2Ｒ12、－ＣＨ2ＣＯＲ12、－ＮＨＲ12、または－ＮＨ+（Ｒ1

2）2であり、
　　　Ｒ9およびＲ10は、それぞれ独立して、Ｈ、アルキル、アルケニル、またはアルキ
ニルであり、
　　　　Ｒ12は、それぞれ独立して、Ｈ、アルキル、アルケニルまたはアルキニルである
、請求項５に記載の使用のための化合物。
【請求項７】
　前記化合物が、構造：
【化６】

　（ここで、
　Ｒ4およびＲ5は、それぞれ、Ｈ、アルキル、アルケニル、アルキニル、アルキル－Ｐ（
Ｏ）（ＯＲ9）2、アルキル－ＯＰ（Ｏ）（ＯＲ9）2、アルキル－Ｏ（ＣＯ）－ＯＲ10、ア
ルキル－Ｐ（Ｏ）（Ｏ－アルキル－Ｏ（ＣＯ）－ＯＲ10）2、またはアルキル－ＯＰ（Ｏ
）（Ｏ－アルキル－Ｏ（ＣＯ）－ＯＲ10）2であり、
　　Ｒ9およびＲ10は、それぞれ独立して、Ｈ、アルキル、アルケニル、またはアルキニ
ルであり；
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　Ｙは、ＯＲ6、
【化７】

であり、
　　Ｒ6は、Ｈ、アルキル、アルケニル、ヒドロキシアルキル、アルキルアリール、アル
キル－Ｐ（Ｏ）（ＯＲ9）2、アルキル－ＯＰ（Ｏ）（ＯＲ9）2、アルキル－Ｏ（ＣＯ）－
ＯＲ10、アルキル－Ｐ（Ｏ）（Ｏ－アルキル－Ｏ（ＣＯ）－ＯＲ10）2、またはアルキル
－ＯＰ（Ｏ）（Ｏ－アルキル－Ｏ（ＣＯ）－ＯＲ10）2であり、
　　　Ｒ9およびＲ10は、それぞれ独立して、Ｈ、アルキル、アルケニル、またはアルキ
ニルであり、
　　Ｒ11は、Ｈ、アルキル、ヒドロキシアルキル、アルケニル、アルケニル、アルキニル
、アリール、アルキルアリール、ヘテロアリール、アルキルヘテロアリール、
【化８】

、－ＣＨ2ＣＮ、－ＣＨ2ＣＯ2Ｒ12、－ＣＨ2ＣＯＲ12、－ＮＨＲ12、または－ＮＨ+（Ｒ1

2）2であり、
　　　Ｒ12は、それぞれ独立して、Ｈ、アルキル、アルケニルまたはアルキニルである）
を有する、請求項５に記載の使用のための化合物。
【請求項８】
　前記化合物が、構造：

【化９】

　（ここで、
　Ｙは、ＯＲ6、
【化１０】
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であり、
　　Ｒ6は、Ｈ、アルキル、アルケニル、ヒドロキシアルキル、アルキルアリール、アル
キル－Ｐ（Ｏ）（ＯＲ9）2、アルキル－ＯＰ（Ｏ）（ＯＲ9）2、アルキル－Ｏ（ＣＯ）－
ＯＲ10、アルキル－Ｐ（Ｏ）（Ｏ－アルキル－Ｏ（ＣＯ）－ＯＲ10）2、またはアルキル
－ＯＰ（Ｏ）（Ｏ－アルキル－Ｏ（ＣＯ）－ＯＲ10）2であり、
　　　Ｒ9およびＲ10は、それぞれ独立して、Ｈ、アルキル、アルケニル、またはアルキ
ニルであり、
　　Ｒ11は、Ｈ、アルキル、ヒドロキシアルキル、アルケニル、アルケニル、アルキニル
、アリール、アルキルアリール、ヘテロアリール、アルキルヘテロアリール、
【化１１】

、－ＣＨ2ＣＮ、－ＣＨ2ＣＯ2Ｒ12、－ＣＨ2ＣＯＲ12、－ＮＨＲ12、または－ＮＨ+（Ｒ1

2）2であり、
　　　Ｒ12は、それぞれ独立して、Ｈ、アルキル、アルケニルまたはアルキニルである）
を有する、請求項４に記載の使用のための化合物。
【請求項９】
　前記化合物が、構造：

【化１２】

　（ここで、
　結合αは、存在せず、
　Ｒ1は、Ｃ2～Ｃ20アルキル、Ｃ2～Ｃ20アルケニル、またはＣ2～Ｃ20アルキニルであり
、
　Ｒ2は、Ｈ、Ｃ1～Ｃ12アルキル、Ｃ1～Ｃ12アルケニル、Ｃ1～Ｃ12アルキニル、Ｃ1～
Ｃ12アルキル－（フェニル）、Ｃ1～Ｃ12アルキル－（ＯＨ）、またはＣ（Ｏ）Ｃ（ＣＨ3

）3である）を有する化合物またはその医薬的に許容される塩である、請求項１に記載の
使用のための化合物。
【請求項１０】
　前記化合物が、構造：
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【化１３】

【化１４】
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【化１５】

【化１６】

【化１７】

を有する化合物またはその医薬的に許容される塩もしくはエステルである、請求項１に記
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載の使用のための化合物。
【請求項１１】
　前記対象の標的細胞へのエンドタールの送達が、前記対象における癌を処置するために
有効であり、前記対象が、癌、好ましくは、乳癌、結腸癌、大細胞肺癌、肺腺癌、小細胞
肺癌、胃癌、肝臓癌、卵巣腺癌、膵臓癌、前立腺癌、前骨髄球性白血病（ｐｒｏｍｙｌｏ
ｃｙｔｉｃ　ｌｅｕｋｅｍｉａ）、慢性骨髄性白血病、急性リンパ性白血病、結腸直腸癌
、卵巣癌、リンパ腫、非ホジキンリンパ腫、ホジキンリンパ腫、脳癌、神経膠腫、毛様細
胞性星状細胞腫、低悪性度びまん性星状細胞腫、退形成星状細胞腫、多形膠芽腫、乏突起
星状細胞腫、上衣腫、髄膜腫、脳下垂体腫瘍、中枢神経系原発リンパ腫、髄芽細胞腫、頭
蓋咽頭腫またはびまん性内在性橋膠腫、を患っている、請求項１から１０のいずれか一項
に記載の使用のための化合物。
【請求項１２】
　前記対象に抗癌作用因子を投与することをさらに含み、好ましくは、前記抗癌作用因子
が、Ｘ線、電離放射線、ＤＮＡ損傷剤、ＤＮＡインターカレート剤、微小管安定化剤、微
小管脱安定化剤、紡錘体毒素、アバレリックス、アルデスロイキン、アレムツズマブ、ア
リトレチノイン（ａｒｉｔｅｒｔｉｎｏｉｎ）、アロプリノール、アルトレタミン、アミ
ホスチン、アナキンラ、アナストロゾール、三酸化ヒ素、アスパラギナーゼ、アザシチジ
ン、ベバシズマブ、ベキサロテン、ブレオマイシン、ボルテゾミブ、ブスルファン、カル
ステロン、カペシタビン、カルボプラチン、カルムスチン、セレコキシブ、セツキシマブ
、クロラムブシル、シスプラチン、クラドリビン、クロファラビン、シクロホスファミド
、シタラビン、ダカルバジン、ダクチノマイシン、アクチノマイシンＤ、ダルテパリンナ
トリウム、ダルベポエチンα、ダサチニブ、ダウノルビシン、ダウノマイシン、デシタビ
ン、デニロイキン、デクスラゾキサン、ドセタキセル、ドキソルビシン、プロピオン酸ド
ロモスタノロン、エクリズマブ、エピルビシン、エポエチンα、エルロチニブ、エストラ
ムスチン、リン酸エトポシド、エトポシド、ＶＰ－１６，エキセメスタン、クエン酸フェ
ンタニル、フィルグラスチム、フロクスウリジン、フルダラビン、フルオロウラシル、フ
ルベストラント、ゲフィチニブ、ゲムシタビン、酢酸ゴセレリン、酢酸ヒストレリン、ヒ
ドロキシ尿素、イブリツモマブチウキセタン、イダルビシン、イホスファミド、メシル酸
イマチニブ、インターフェロンα２ａ、インターフェロンα２ｂ、イリノテカン、ラパチ
ニブジトシレート、レナリドミド、レトロゾール、ロイコボリン（ｌｅｕｃｏｖｒｉｎ）
、酢酸ロイプロリド、レバミゾール、ロムスチン、メクロレタミン、酢酸メガストロール
、メルファラン、メルカプトプリン、メスナ、メトトレキサート、メトキサレン、マイト
マイシンＣ、ミトタン、ミトキサントロン、フェンプロピオン酸ナンドロロン、ネララビ
ン、ノフェツモマブ、オプレルベキン、オキサリプラチン、パクリタキセル、パリフェル
ミン、パミドロネート、パニツムマブ、ペガデマーゼ、ペガスパルガーゼ、ペグフィルグ
ラスチム、ペグインターフェロンα２ｂ、ペメトレキセド二ナトリウム、ペントスタチン
、ピポブロマン、プリカマイシン、ミトラマイシン、ポルフィマーナトリウム、プロカル
バジン、キナクリン、ラスブリカーゼ、リツキシマブ、サルグラモスチム、ソラフェニブ
、ストレプトゾシン、スニチニブ、マレイン酸スニチニブ、タルク、タモキシフェン、テ
モゾロミド、テニポシド、ＶＭ－２６、テストラクトン、サリドマイド、チオグアニン、
Ｇ－ＴＧ、チオテパ、トポテカン、トレミフェン、トシツモマブ、トラスツズマブ、トレ
チノインＡＴＲＡ、ウラシルマスタード、バルルビシン（ｖａｌｒｕｎｉｃｉｎ）、ビン
ブラスチン、ビンクリスチン、ビノレルビン、ボリノスタット、ゾレドロネート、ゾレド
ロン酸、アブラキサンおよびブレンツキシマブベドチンである、請求項１１に記載の使用
のための化合物。
【請求項１３】
　構造：
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【化１８】

　（ここで、
　結合αは、存在せず、または存在し、
　Ｘは、ＯＲ1、ＯＲ3またはＮＲ4Ｒ5であり
　　ここで、Ｒ1は、Ｃ1～Ｃ20アルキル、Ｃ2～Ｃ20アルケニル、またはＣ2～Ｃ20アルキ
ニルであり、
　　Ｒ3は、Ｈ、アルキル、アルキルアリール、アルキル－Ｐ（Ｏ）（ＯＲ9）2、アルキ
ル－ＯＰ（Ｏ）（ＯＲ9）2、アルキル－Ｏ（ＣＯ）－ＯＲ10、アルキル－Ｐ（Ｏ）（Ｏ－
アルキル－Ｏ（ＣＯ）－ＯＲ10）2、またはアルキル－ＯＰ（Ｏ）（Ｏ－アルキル－Ｏ（
ＣＯ）－ＯＲ10）2であり、
　　Ｒ4およびＲ5は、それぞれ独立して、Ｈ、アルキル－Ｐ（Ｏ）（ＯＲ9）2、アルキル
－ＯＰ（Ｏ）（ＯＲ9）2、アルキル－Ｏ（ＣＯ）－ＯＲ10、アルキル－Ｐ（Ｏ）（Ｏ－ア
ルキル－Ｏ（ＣＯ）－ＯＲ10）2、またはアルキル－ＯＰ（Ｏ）（Ｏ－アルキル－Ｏ（Ｃ
Ｏ）－ＯＲ10）2であり、
　　または、Ｒ4とＲ5は一緒になって、無置換のまたは置換されたシクロアルキル、シク
ロアルケニル、シクロアルキニルまたはヘテロシクロアルキルを形成し、
　　　Ｒ9およびＲ10は、それぞれ独立して、Ｈ、アルキル、アルケニル、またはアルキ
ニルであり；
　Ｙは、ＯＲ1、ＯＲ6またはＮＲ7Ｒ8であり、
　　ここで、Ｒ1は、Ｃ1～Ｃ20アルキル、Ｃ2～Ｃ20アルケニル、またはＣ2～Ｃ20アルキ
ニルであり、
　　Ｒ6は、アルキル－Ｐ（Ｏ）（ＯＲ9）2、アルキル－ＯＰ（Ｏ）（ＯＲ9）2、アルキ
ル－Ｏ（ＣＯ）－ＯＲ10、アルキル－Ｐ（Ｏ）（Ｏ－アルキル－Ｏ（ＣＯ）－ＯＲ10）2

、またはアルキル－ＯＰ（Ｏ）（Ｏ－アルキル－Ｏ（ＣＯ）－ＯＲ10）2であり、
　　Ｒ7およびＲ8は、それぞれ独立して、Ｈ、アルキル－Ｐ（Ｏ）（ＯＲ9）2、アルキル
－ＯＰ（Ｏ）（ＯＲ9）2、アルキル－Ｏ（ＣＯ）－ＯＲ10、アルキル－Ｐ（Ｏ）（Ｏ－ア
ルキル－Ｏ（ＣＯ）－ＯＲ10）2、またはアルキル－ＯＰ（Ｏ）（Ｏ－アルキル－Ｏ（Ｃ
Ｏ）－ＯＲ10）2であり、
　　または、Ｒ7とＲ8は一緒になって、無置換のまたは置換されたシクロアルキル、シク
ロアルケニル、シクロアルキニルまたはヘテロシクロアルキルを形成し、
　　　Ｒ9およびＲ10は、それぞれ独立して、Ｈ、アルキル、アルケニル、またはアルキ
ニルであり；
　Ｘの１つが、ＯＨ、ＯＣＨ3またはＯ－アルキルアリールである場合、Ｙは、ＮＲ7Ｒ8

以外であり、ここでＲ7およびＲ8は結合して、無置換のまたは置換されたピペラジン、モ
ルホリンまたはチオモルホリンを形成する）を有する化合物またはその医薬的に許容され
る塩もしくはエステル。
【請求項１４】
　構造：
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【化１９】

を有する、請求項１３に記載の化合物またはその医薬的に許容される塩もしくはエステル
。
【請求項１５】
　構造：
【化２０】

　（ここで、
　結合αは、存在せず、または存在し、
　Ｒ1は、Ｃ2～Ｃ20アルキル、Ｃ2～Ｃ20アルケニル、またはＣ2～Ｃ20アルキニルであり
、
　Ｒ2は、Ｈ、Ｃ1～Ｃ12アルキル、Ｃ1～Ｃ12アルケニル、Ｃ1～Ｃ12アルキニル、Ｃ1～
Ｃ12アルキル－（フェニル）、Ｃ1～Ｃ12アルキル－（ＯＨ）、またはＣ（Ｏ）Ｃ（ＣＨ3

）3である）を有する、請求項１３に記載の化合物またはその医薬的に許容される塩。
【請求項１６】
　構造：
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【化２１】

を有する、請求項１５に記載の化合物またはその医薬的に許容される塩。
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